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おぐちよしみさんうんどう会の玉入れ
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たきざわゆうきさん海で遊んでいるところ
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やしまみきさんうんどう会の玉入れ

▼
7
月
の
で
き
ご
と

l
H
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン

3
日
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人

　
　
会

30　27　26　25　23　20　19　7　　4
日　 目　　I　l　l　l　日　　I　l　口　　I　i　l

罵
越
挙
管
理
禾
久
H
ハ
A
ム

第
2
回
．
長
な
わ
と
び
大
会

町
民
つ
な
引
き
人
会

選
挙
管
理
委
員
会

年
金
相
談

町
h
尚
肱
断
者
ス
ポ
ー
ツ
大
ム
バ

防
除
班
．
長
会
議

第
1
4
回
町
民
体
育
大
会

▼
8
月
の
予
定

1498421i日1［liI
ウ
自
ー

加
日

大
棟
山
博
物
館
オ
ー
プ
ン

猷
暇
ヘ
ム
覧
…
比
け
ヘ
バ

〃
総
務
民
生
委
員
会

〃
　
建
汎
収
禾
久
H
貝
く
ム

町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
会

大
厳
寺
高
原
”
真
夏
の
雪

ま
つ
り
”

欣
弟
2
回
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

賦
繊
く
石
麗
服
未
経
㎝
済
禾
女
口
貝
く
云

　
　
　
　
　
　
　
需
冒

遷
織
墨

コ
劉
」

　
梅
雨
明
け
と
と
も
に
一
気
に
暑

㎜
い
夏
が
や
り
て
来
ま
し
た
。
冷
．
夏

『
と
い
わ
れ
た
昨
年
と
は
ず
い
分
様

．
r
が
違
い
ま
す
。
身
体
を
大
切
に

『
　
　
　
　
　
　
、
Q

し
て
く
だ
さ
し

［
　
七
月
は
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
沢
山

［
あ
り
ま
し
た
。
暑
い
と
き
に
良
い

［
汗
を
流
し
て
厳
し
い
夏
を
乗
り
き

り
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
．
κ
百
日
以
上
続
い
て
い

た
無
火
災
記
録
が
、
七
月
二
十
八

一
H
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

花
火
や
野
焼
き
な
ど
に
は
十
分
注

八
月
一
日
の
人
目

総
人
口
／
三
、
九
四
四
（
▲
七
）

　
　
男
／
一
、
九
三
一
（
▲
四
）

　
　
女
／
一
、

、
〇
一
三
（
▲
三
）

｝
世
帯
数
／
一
、
一
九
五
（
▲
一
）

5
内
は
背
百
あ
比
較

『
▲
は
減

、
広
報
ま
つ
の
や
ま
八
月
号

、
平
成
元
年
八
月
一
〇
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
費
六
ー
三
一
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

秋
の
一
番
忙
が
し
い
時
期

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

収
穫
の
喜
び
と
と
も
に

日
一
日
と
涼
し
く
な
る
季
節
の

変
化
に
、
一
抹
の

淋
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て

町
内
各
部
落
で
秋
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
山
の
大
神
楽
祭
も
　
　
　
．

大
変
盛
大
で
し
た
。
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人生50年型から80年型へ！

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
昭
和

六
十
二
年
で
男
子
七
五
・
六
歳
、

女
子
で
八
一
・
四
歳
と
世
界
最
高

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代

か
ら
戦
後
、
急
激
に
寿
命
が
延
び

は
じ
め
、
現
在
で
は
人
生
八
十
年

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
を
見
る

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口

算㍉κ

比
率
が
全
人
口
の
一
一
・
二
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
人
に
一
人
の

割
合
で
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
お

ら
れ
る
と
言
う
事
で
す
。
で
は
、

新
潟
県
と
松
之
山
で
は
こ
の
老
年

人
口
比
率
は
ど
う
か
と
言
う
と
、

昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
現
在
で

全
国
平
均
が
一
一
・
二
％
、
新
潟

県
は
一
四
・
一
％
、
松
之
山
町
は

今
年
四
月
一
日
現
在
で
二
四
二
二

議
妾
－
一

　
翻
。
　
’

　
　
ぽ
　
　
　
一
、

り　
謎

賦
鋸
～
一

1ド∫
醸

部落人口に占める老年者の率（平，航年、月1日

％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
1
二
％
以
上
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界

の
主
な
国
々
が
五
十
年
～
百
二
十

年
か
か
る
所
を
、
わ
ず
か
二
十
五

年
で
達
成
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
松
之
山
町
の
六
十

歳
以
上
の
人
口
比
率
は
ど
の
位
か

と
言
い
ま
す
と
、
三
五
・
O
％
で

何
と
十
人
の
内
、
三
・
五
人
の
方

は
六
十
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
老
齢
化
率
の
高
い
所
を
部

落
別
に
見
る
と
表
の
よ
う
に
な
り
、

六
十
歳
以
上
で
は
中
尾
部
落
、
六

十
五
歳
以
上
で
は
中
立
山
部
落
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

60歳以上の場合 65歳以上の場合

1 中　　　尾 51．3％ 1 中　立　山 39．1％

2 赤　　　倉 50．0％ 2．

小　　　谷 38．5％

3 月　　　池 48．0％ 3 中　　　尾 35．1％

4 中　立　山 47．8％ 4 藤　　　倉 33．3％

5 大　荒　戸 47．5％ 5 大　荒　戸 32．5％

6 小　　　谷 47．0％ 6 北　浦　田 32．0％

7 新　　　山 46．0％ 7 下　蝦　池 31．7％

8 藤　　　倉 43．2％ 8 新　　　山 30．3％

9 下　川　手 42．6％ 9 五十子平 28．5％

10 下　蝦　池 41．1％ 10 湯　　　山 28．1％

町り平均 35．0％ 町の平均 24．3％

（例）60歳以上の中尾部落の場合51．3％で部落総人口の半分以上の

　　方が60歳以上だという事です。

人
口
減
少
率
県
内
二
位

　
高
齢
化
の
急
速
に
進
む
原
因
の

一
つ
に
人
口
減
少
が
考
え
ら
れ
ま

す
。　
松
之
山
町
か
ら
町
外
に
転
出
し

た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
り
す
る
人

が
、
転
入
や
出
生
に
よ
っ
て
増
え

る
人
よ
り
大
幅
に
多
く
、
毎
年
百

人
以
上
人
口
が
減
り
続
け
て
い
ま

す
。　
昭
和
六
十
二
年
十
月
か
ら
昭
和

六
十
三
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
で
、

県
内
市
町
村
に
お
け
る
人
口
減
少

率
の
高
い
所
を
見
る
と

一
位
鹿
瀬
町
　

三
・
○
○
％

二
位
　
松
之
山
町
　
二
・
八
九
％

三
位
　
高
柳
町
　
　
一
丁
七
一
％

四
位
　
松
代
町
　
　
二
・
五
四
％

五
位
　
安
塚
町
　
　
二
・
四
九
％

と
な
っ
て
お
り
、
松
之
山
町
は
県

内
二
番
目
に
人
口
減
少
が
激
し
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
松
之
山
の
高
齢
化

は
ま
だ
ま
だ
進
み
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
、

ま
す
ま
す
㎜
兀
気
で
活
躍
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
今
日
、

老
後
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
．
ま
す
。

9月15日は

「敬老の日」

　
も
う
す
ぐ
敬
老
の
H
が
や
っ
て

来
ま
す
。
お
年
寄
り
を
う
や
ま
い
、

尊
敬
す
る
H
で
す
の
で
、
も
う
一

度
家
族
の
中
で
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
の
存
在
を
確
剴
、
㎜
し
あ
い
、

暖
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
沢
山
の
お
年
寄
り
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
最
高
齢
の
方
は

天
水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
、
明

治
二
十
一
年
十
二
月
十
H
生
ま
れ

の
満
百
歳
。
今
年
の
十
二
月
に
は

百
一
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。

　
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代

に
生
ま
れ
、
百
歳
以
上
も
．
長
生
き

さ
れ
る
と
い
う
の
は
大
変
な
事
か

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
長

生
き
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
現
在
、
松
之
山
町
に
は
九
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
が
十
五
人
い
ま

す
。
健
康
で
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る

人
、
寝
た
き
り
の
人
と
様
々
で
す

が
、
頑
張
っ
て
長
生
き
し
て
く
だ
．

さ
い
。

　
背
か
ら
見
れ
ば
二
～
三
十
年
も

長
く
な
っ
た
老
後
、
い
わ
ゆ
る
“
第

三
の
人
生
”
を
ど
う
充
実
さ
せ
る

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
健
康
に
注
意
し
、
期
待
さ
れ
る

元
気
な
お
年
寄
り
で
い
て
く
だ
さ
い
。

高齢者スポーツ大会も年々盛大に行われ

るようになりました。

松
之
山
町
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
紹
介

①
福
原
　
タ
マ
さ
ん

　
．
人
水
越
（
隠
居
）

②
保
坂
　
タ
ツ
さ
ん

　
松
H
（
富
勢
屋
）

③
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん

　
小
谷
（
汕
屋
）

④
久
保
田
ヲ
ヨ
さ
ん

　
新
田
（
惣
兵
エ
〉

⑤
相
田
　
弥
占
さ
ん

　
人
荒
．
戸
（
中
屋
敷
）

⑥
高
橋
ス
ミ
さ
ん

　
中
　
尾
（
巾
屋
敷
）

93　96　満
ノ1茂　　　，1茂　　　10e

　　　　　　　　　　歳

93　　　93　　　93
1歳　　 バ茂　　 1戎

⑦
山
“
　
ト
メ
さ
ん

　
藤
　
倉
（
柿
の
木
）

⑧
佐
藤
　
マ
チ
さ
ん

　
．
人
水
越
（
栄
　
や
）

⑨
小
ロ
　
武
男
さ
ん

　
松
之
山
（
み
の
や
）

⑯
村
由
　
カ
ネ
さ
ん

　
赤
　
倉
（
新
　
屋
）

⑪
高
橋
　
よ
志
さ
ん

　
．
人
水
島
（
亜
　
屋
）

⑫
小
野
塚
一
、
平
さ
ん

　
東
　
川
（
し
　
も
）

％
歳

91

歳
91

歳

90　　　　90　　　　9｛

∫義　　　　1畿　　　　ヌ浅

⑬
高
橋
　
ツ
ル
さ
ん
　
9
0
歳

　
．
人
水
島
（
．
西
）

⑭
福
原
　
．
止
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
束
　
川
（
玉
津
や
）

⑮
村
山
　
ハ
ル
さ
ん
　
90
歳

　
松
之
山
（
隠
　
居
）

⑯
久
保
田
和
し
さ
ん
　
90
歳

　
松
之
山
（
新
発
田
）

⑰
久
保
川
コ
ヨ
さ
ん
　
8
9
歳

　
新
　
田
（
重
兵
工
）

⑱
高
橋
　
マ
ン
さ
ん
　
8
9
歳

　
黒
　
倉
（
中
　
林
）

⑲
鈴
木
作
次
郎
さ
ん
　
8
9
歳

　
．
卜
鰍
池
（
福
田
屋
V

⑳
石
塚
　
サ
キ
さ
ん
　
89
歳

　
湯
之
島
（
金
　
八
）
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人生50年型から80年型へ！

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
昭
和

六
十
二
年
で
男
子
七
五
・
六
歳
、

女
子
で
八
一
・
四
歳
と
世
界
最
高

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代

か
ら
戦
後
、
急
激
に
寿
命
が
延
び

は
じ
め
、
現
在
で
は
人
生
八
十
年

と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
を
見
る

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口

算㍉κ

比
率
が
全
人
口
の
一
一
・
二
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
人
に
一
人
の

割
合
で
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
お

ら
れ
る
と
言
う
事
で
す
。
で
は
、

新
潟
県
と
松
之
山
で
は
こ
の
老
年

人
口
比
率
は
ど
う
か
と
言
う
と
、

昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
現
在
で

全
国
平
均
が
一
一
・
二
％
、
新
潟

県
は
一
四
・
一
％
、
松
之
山
町
は

今
年
四
月
一
日
現
在
で
二
四
二
二

議
妾
－
一

　
翻
。
　
’

　
　
ぽ
　
　
　
一
、

り　
謎

賦
鋸
～
一

1ド∫
醸

部落人口に占める老年者の率（平，航年、月1日

％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
よ

り
1
二
％
以
上
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
本
の
高
齢
化
は
、
世
界

の
主
な
国
々
が
五
十
年
～
百
二
十

年
か
か
る
所
を
、
わ
ず
か
二
十
五

年
で
達
成
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
松
之
山
町
の
六
十

歳
以
上
の
人
口
比
率
は
ど
の
位
か

と
言
い
ま
す
と
、
三
五
・
O
％
で

何
と
十
人
の
内
、
三
・
五
人
の
方

は
六
十
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
老
齢
化
率
の
高
い
所
を
部

落
別
に
見
る
と
表
の
よ
う
に
な
り
、

六
十
歳
以
上
で
は
中
尾
部
落
、
六

十
五
歳
以
上
で
は
中
立
山
部
落
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

60歳以上の場合 65歳以上の場合

1 中　　　尾 51．3％ 1 中　立　山 39．1％

2 赤　　　倉 50．0％ 2．

小　　　谷 38．5％

3 月　　　池 48．0％ 3 中　　　尾 35．1％

4 中　立　山 47．8％ 4 藤　　　倉 33．3％

5 大　荒　戸 47．5％ 5 大　荒　戸 32．5％

6 小　　　谷 47．0％ 6 北　浦　田 32．0％

7 新　　　山 46．0％ 7 下　蝦　池 31．7％

8 藤　　　倉 43．2％ 8 新　　　山 30．3％

9 下　川　手 42．6％ 9 五十子平 28．5％

10 下　蝦　池 41．1％ 10 湯　　　山 28．1％

町り平均 35．0％ 町の平均 24．3％

（例）60歳以上の中尾部落の場合51．3％で部落総人口の半分以上の

　　方が60歳以上だという事です。

人
口
減
少
率
県
内
二
位

　
高
齢
化
の
急
速
に
進
む
原
因
の

一
つ
に
人
口
減
少
が
考
え
ら
れ
ま

す
。　
松
之
山
町
か
ら
町
外
に
転
出
し

た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
り
す
る
人

が
、
転
入
や
出
生
に
よ
っ
て
増
え

る
人
よ
り
大
幅
に
多
く
、
毎
年
百

人
以
上
人
口
が
減
り
続
け
て
い
ま

す
。　
昭
和
六
十
二
年
十
月
か
ら
昭
和

六
十
三
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
で
、

県
内
市
町
村
に
お
け
る
人
口
減
少

率
の
高
い
所
を
見
る
と

一
位
鹿
瀬
町
　

三
・
○
○
％

二
位
　
松
之
山
町
　
二
・
八
九
％

三
位
　
高
柳
町
　
　
一
丁
七
一
％

四
位
　
松
代
町
　
　
二
・
五
四
％

五
位
　
安
塚
町
　
　
二
・
四
九
％

と
な
っ
て
お
り
、
松
之
山
町
は
県

内
二
番
目
に
人
口
減
少
が
激
し
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
松
之
山
の
高
齢
化

は
ま
だ
ま
だ
進
み
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
、

ま
す
ま
す
㎜
兀
気
で
活
躍
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
今
日
、

老
後
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
．
ま
す
。

9月15日は

「敬老の日」

　
も
う
す
ぐ
敬
老
の
H
が
や
っ
て

来
ま
す
。
お
年
寄
り
を
う
や
ま
い
、

尊
敬
す
る
H
で
す
の
で
、
も
う
一

度
家
族
の
中
で
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
の
存
在
を
確
剴
、
㎜
し
あ
い
、

暖
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
沢
山
の
お
年
寄
り
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
最
高
齢
の
方
は

天
水
越
の
福
原
タ
マ
さ
ん
で
、
明

治
二
十
一
年
十
二
月
十
H
生
ま
れ

の
満
百
歳
。
今
年
の
十
二
月
に
は

百
一
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。

　
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
時
代

に
生
ま
れ
、
百
歳
以
上
も
．
長
生
き

さ
れ
る
と
い
う
の
は
大
変
な
事
か

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
長

生
き
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
現
在
、
松
之
山
町
に
は
九
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
が
十
五
人
い
ま

す
。
健
康
で
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る

人
、
寝
た
き
り
の
人
と
様
々
で
す

が
、
頑
張
っ
て
長
生
き
し
て
く
だ
．

さ
い
。

　
背
か
ら
見
れ
ば
二
～
三
十
年
も

長
く
な
っ
た
老
後
、
い
わ
ゆ
る
“
第

三
の
人
生
”
を
ど
う
充
実
さ
せ
る

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
健
康
に
注
意
し
、
期
待
さ
れ
る

元
気
な
お
年
寄
り
で
い
て
く
だ
さ
い
。

高齢者スポーツ大会も年々盛大に行われ

るようになりました。

松
之
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（
富
勢
屋
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③
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シ
サ
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さ
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小
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（
汕
屋
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④
久
保
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さ
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．
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高
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⑦
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⑬
高
橋
　
ツ
ル
さ
ん
　
9
0
歳

　
．
人
水
島
（
．
西
）

⑭
福
原
　
．
止
さ
ん
　
　
9
0
歳

　
束
　
川
（
玉
津
や
）

⑮
村
山
　
ハ
ル
さ
ん
　
90
歳

　
松
之
山
（
隠
　
居
）

⑯
久
保
田
和
し
さ
ん
　
90
歳

　
松
之
山
（
新
発
田
）

⑰
久
保
川
コ
ヨ
さ
ん
　
8
9
歳

　
新
　
田
（
重
兵
工
）

⑱
高
橋
　
マ
ン
さ
ん
　
8
9
歳

　
黒
　
倉
（
中
　
林
）

⑲
鈴
木
作
次
郎
さ
ん
　
8
9
歳

　
．
卜
鰍
池
（
福
田
屋
V

⑳
石
塚
　
サ
キ
さ
ん
　
89
歳

　
湯
之
島
（
金
　
八
）



ー
o
り
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●

ふるさと創生1億円の

　　アイデア募集中
　
広
報
七
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
」

の
使
い
み
ち
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

の
、
応
募
し
め
切
り
口
が
迫
っ
て

来
ま
し
た
。

　
こ
の
一
億
円
を
い
か
に
し
た
ら

有
効
に
使
え
る
か
、
自
然
保
護
や

人
材
育
成
、
施
設
の
整
備
等
々
、

皆
さ
ん
の
知
恵
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
今
す
ぐ
実
現
が
可
能
な
も
の
、

ま
た
は
数
年
が
か
り
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
、

一
人
一
点
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で

何
点
で
も
応
募
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
　
応
募
の
し
め
切
り
日
は
、
九
月

末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
や
手
紙
な
ど
用
紙
の
指

定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
役
場
総
務
課
宛
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
町
外
の
方
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
、
ご
意
見
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

く．

∠
轡

無情の雨にたたられた

夏の雪まつり真

　
真
夏
に
冬
の
感
触
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
二
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
”
真
夏
の
雪
ま
つ
り
”
。

　
三
回
H
と
な
っ
た
今
年
も
沢
山

の
雪
が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

雪
を
使
っ
て
お
盆
の
十
四
日
に
雪

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
大
厳
寺
高
原
の

雪
の
広
場
に
は
、
早
く
か
ら
お
盆

帰
省
さ
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
押

し
か
け
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し

た
。
午
前
十
一
時
か
ら
雪
上
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
や
、
ジ
ャ
ン
ボ
岩
魚

つ
か
み
ど
り
、
雪
上
つ
な
ひ
き
大

会
、
馬
ン
リ
レ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
次
々
と
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
事
に
十
二
時
頃
か
ら

雨
が
降
り
始
め
て
し
ま
い
、
大
勢

の
方
が
途
中
で
山
を
下
り
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
初
に
や

っ
た
雪
上
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
。
次

の
ジ
ャ
ン
ボ
岩
魚
つ
か
み
ど
り
大

会
は
、
雨
も
小
降
り
だ
っ
た
た
め

定
員
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
が
あ
り
、

雪
や
水
の
冷
た
さ
も
忘
れ
て
は
し

ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン

磁

き

冷隼繋離簾離貧1

毒』
▼
．

轟

●

雨の降り始める前は大変大勢の人たちが

会場に詰めかけてくれました。

鰹
　
プ

惨
　
　
レ

舞
　　ド　　撃
、　　　　●
　　　　　　銭㎞

：如ぴ

子供は雨なんかへっちゃら。ぴしょびしょに

なりながらでもチューブ乗りに夢中！

大
会
は
横
浜
か
ら
来
た
鈴
木
さ
ん

が
、
チ
ビ
ッ
子
た
ち
に
交
っ
て
参

加
し
見
事
優
勝
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ボ
岩
魚
つ
か
み

ど
り
に
は
小
学
生
以
下
の
子
供
た

ち
一
〇
〇
人
が
挑
戦
。
元
気
良
く

泳
ぐ
岩
魚
を
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な

り
な
が
ら
追
い
か
け
、
大
き
い
岩

魚
を
つ
か
ま
え
た
子
供
た
ち
は
、

大
変
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
雨
の
た
め
時
間
を
繰
り
上
げ
て

行
わ
れ
た
”
雪
上
つ
な
引
き
大
会
”
。

十
チ
ー
ム
出
場
予
定
が
五
チ
ー
ム

の
参
加
と
少
し
淋
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
雪
の
冷
た
さ
を
必
死
で
我

慢
し
な
が
ら
頑
張
る
チ
ー
ム
に
、

大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
企
画
し
た
。
ボ
ブ

ー
　
　
讐
一

・
鞍

、
雌
羅
』
弧

〆評
㌦
・
象
、

ス
レ
ー
大
会
”
の
頃
は
か
な
り
強

い
雨
と
な
り
、
見
物
人
も
随
分
少

な
い
中
行
わ
れ
、
急
造
の
三
チ
ー

ム
が
挑
戦
、
町
青
年
団
チ
ー
ム
が

一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
何
と
も
恨
め
し
い
こ
の
H
の
雨

で
し
た
が
、
売
店
の
方
は
順
調
で

か
き
氷
、
や
き
そ
ば
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
岩
魚
の
塩
焼
き
な
ど
売
り

切
れ
が
相
次
ぎ
、
こ
こ
だ
け
は
い

つ
ま
で
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
全
体
を
と
お
し
て
、
天
候
が
悪

く
雪
の
上
で
お
も
い
っ
き
り
遊
ん

で
も
ら
え
な
か
っ
た
の
が
大
変
残

念
で
し
た
が
、
延
千
人
近
い
方
た

ち
が
こ
の
雪
ま
つ
り
会
場
を
訪
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。

噸燕誤轟
猷嬬銀、豊，

今年も行われた“ジャンボ岩魚のつか

みどり。魚の元気が良すぎてなかなか

つかまえられない子供もいました

轟

，
」
♂

　
　
　
　
　
　
・
幾

　
　
　
墾
、

　
、
　
　
　
　
臓
噸

悔
墾
、
凱

　
　
議
曳
4

　
　
　
織

㌧
　
　
　
　
避嵐

舞

恒例となった“雪上つな引き。いつ見ても冷めたそう

初めてやった“馬ソリリレー、雨で出場

チームが少なかったのが残念！

⑤
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援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
企
画
し
た
。
ボ
ブ

ー
　
　
讐
一

・
鞍

、
雌
羅
』
弧

〆評
㌦
・
象
、

ス
レ
ー
大
会
”
の
頃
は
か
な
り
強

い
雨
と
な
り
、
見
物
人
も
随
分
少

な
い
中
行
わ
れ
、
急
造
の
三
チ
ー

ム
が
挑
戦
、
町
青
年
団
チ
ー
ム
が

一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
何
と
も
恨
め
し
い
こ
の
H
の
雨

で
し
た
が
、
売
店
の
方
は
順
調
で

か
き
氷
、
や
き
そ
ば
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
岩
魚
の
塩
焼
き
な
ど
売
り

切
れ
が
相
次
ぎ
、
こ
こ
だ
け
は
い

つ
ま
で
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
全
体
を
と
お
し
て
、
天
候
が
悪

く
雪
の
上
で
お
も
い
っ
き
り
遊
ん

で
も
ら
え
な
か
っ
た
の
が
大
変
残

念
で
し
た
が
、
延
千
人
近
い
方
た

ち
が
こ
の
雪
ま
つ
り
会
場
を
訪
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。

噸燕誤轟
猷嬬銀、豊，

今年も行われた“ジャンボ岩魚のつか

みどり。魚の元気が良すぎてなかなか

つかまえられない子供もいました

轟

，
」
♂

　
　
　
　
　
　
・
幾

　
　
　
墾
、

　
、
　
　
　
　
臓
噸

悔
墾
、
凱

　
　
議
曳
4

　
　
　
織

㌧
　
　
　
　
避嵐

舞

恒例となった“雪上つな引き。いつ見ても冷めたそう

初めてやった“馬ソリリレー、雨で出場

チームが少なかったのが残念！

⑤
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山
村
留
学
・
豪
雪
塾
等
で
地
域

づ
く
り
、
活
性
化
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
浦
田
地
区
に
、
こ

の
程
、
温
泉
付
き
の
民
宿
が
完
成

し
、
お
盆
の
十
五
日
か
ら
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
民
宿
は
、
湯
之
島
部
落
の

浦
田
中
学
校
近
く
、
渋
海
川
浴
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

浦
田
罠
宿
誕
生
　
　
部
ぐ
、
騒
継

〃
渋
海
リ
バ
み
イ
ド
ゆ
の
し
ま
頓
蒲
皿
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
等
は
株
式
形
態
で
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
建
て
ら
オ
て
お
り
　
名
前
も
”
渋

海
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゆ
の
し
ま
”
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
特
．
長
は
、

近
く
に
昔
か
ら
湧
き
川
て
い
た
と

い
う
”
湯
田
の
湯
”
を
使
っ
た
温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てナ泉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いツ風
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るク呂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　．．が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で豪；あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す雪る
棟梁の手によって祝いのモチまきも行われた竣工　。塾事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐヂ　　　　　ヤ
式。ネナックと理・美容室が併設されています　　　が4

そ
し
て
、
ス

が
併
設
さ
れ

　
こ
の
民
宿
が
建
て
ら
れ
た
H
的

の
一
つ
は
、
浦
…
か
ら
一
家
し
て

町
外
に
出
ら
れ
た
方
た
ち
が
、
ふ

る
さ
と
を
訪
れ
た
く
と
も
家
が
な

く
気
楽
に
泊
ま
れ
る
所
が
な
い
。

ま
た
、
豪
雪
塾
等
で
浦
田
の
良
さ

を
知
っ
た
人
た
ち
が
、
塾
以
外
の

と
き
も
来
た
い
と
い
う
要
望
が
強

オープンを祝っての鏡割りが正面玄関で

地
元
や
束
京
浦
田
会
　
豪
嘗
塾
の

会
な
ど
の
方
た
ち
が
株
主
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
代
表
取
締
役
に
は
飯
塚

建
設
社
．
長
の
飯
塚
哲
郎
さ
ん
が
就

任
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
民
宿
“
ゆ
の
し
ま
”
の
竣

工
式
が
ト
ニ
日
行
わ
れ
、
株
主
及

　
こ
の
民
宿
の
特
長
は
浦
田
の

く
温
泉
が
あ
る
事
．

　
　
　
　
”
湯
田
の
湯
”

近
所
の
人
も
利
用
出
来
る
そ
う
で
す
。

び
関
係
者
ら
百
三
十
名
程
が
出
席
、

建
築
を
請
負
っ
た
棟
梁
に
よ
る
屋

根
か
ら
の
モ
チ
投
げ
や
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
鏡
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
た

後
、
出
席
者
全
員
が
民
宿
の
中
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
近
所
の
方
た

ち
に
お
風
昂
を
開
放
し
、
湯
田
の

湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
民
宿
と
ス
ナ
ッ
ク
、
理
・
美
容

室
を
備
え
た
．
渋
海
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ゆ
の
し
ま
”
。
地
域
の
核
と
し

て
沢
山
の
人
か
ら
の
利
用
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
を
使
っ
た

地
域
づ
く
り
提
言

　
　
　
　
　
　
論
文
・
作
文
募
集

　
新
潟
県
で
は
「
二
一
世
紀
・
輝

く
新
潟
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
提
言
論
文
・
作
文
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
内
容

　
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
明
日
の

新
潟
県
を
築
く
た
め
に
役
立
つ
と

考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
地
域
づ
く

り
の
提
案
。
例
と
し
て
「
雪
を
利

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
、
　
「
高
齢

者
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
等
。

▽
応
募
資
格

　
県
内
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。

▽
形
式

　
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚

か
ら
二
〇
枚
程
度
。

▽
応
募
方
法

　
別
紙
に
氏
名
と
住
所
・
年
齢
・

職
業
（
学
校
名
・
学
年
・
勤
務
先
）

電
話
番
号
記
入
。

▽
締
切
り

　
十
月
十
四
日
（
土
）
ま
で

▽
表
彰

　
ふ
る
さ
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
賞
　
十

名
程
度
を
予
定
　
　
（
賞
状
・
賞
金

一
〇
万
円
と
記
念
品
）

▽
表
彰
式

　
十
一
月
上
旬
に
審
査
し
、
中
旬

に
表
彰
を
行
う
。

▽
送
付
先
・
問
い
合
せ
先

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

番
地
一

　
新
潟
県
企
画
調
整
部
克
雪
・
地

域
振
興
課
内

　
「
地
域
づ
く
り
提
言
論
文
・
作

文
募
集
係
」
ま
で
。

　
尚
、
作
品
は
一
人
一
作
品
と
し

ま
す
。

物　つゆ

獅
燃爬

簾
ソ連またはモンゴル地域で

強制抑留中死亡された

遺族の皆さんへ

　
戦
後
、
強
制
抑
留
さ
れ
、
本
邦

に
帰
還
さ
れ
た
方
々
等
に
対
し
ま

し
て
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
慰

労
品
等
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

新
た
に
、
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑

留
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
（
帰
還
途

上
死
亡
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。
）

の
ご
遺
族
で
、
平
成
元
年
九
月
一

日
に
お
い
て
H
本
国
籍
を
有
す
る

方
に
も
内
閣
総
理
大
臣
名
の
慰
労

品
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基

づ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
請
求
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
課
福
祉
係
の
所
に
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。
請
求
の
期
限
は
、
平
成

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
請
求
書
類
の
送
付
先

〒
一
一
二
　
東
京
都
文
京
区
大
塚

　
五
ー
三
－
一
三

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
総

　
理
府
所
管
）
業
務
第
二
課

恩給欠格者

の皆さんへ

　
こ
の
度
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
の
方
の
う
ち
、
外
地
等
に
勤
務

し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を
含

め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
で
、
請

求
時
に
お
い
て
口
本
国
籍
を
有
す

る
方
に
は
書
状
（
内
閣
総
理
大
臣

名
）
を
、
更
に
、
七
f
歳
以
ヒ
の

方
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
次
副
方
々
は
、
こ
の

事
業
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍
属
で

・
あ
っ
て
、
年
金
た
る
恩
給
ま
た

　
は
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職

　
に
関
連
す
る
年
金
た
る
給
付
を

　
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方
。

▽
恩
給
欠
格
者
の
御
遺
族
及
び
戦

　
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

　
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に

　
帰
還
さ
れ
た
方
。

▽
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
上
の
軍
属
「
雇
員
、
傭
人
、

　
　
　
、
　
及
び
準
軍
属
の
方

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

　
役
場
住
民
課
福
祉
係
に
請
求
し

　
て
く
だ
さ
い
。

⑦
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。

▽
応
募
資
格

　
県
内
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。

▽
形
式

　
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚

か
ら
二
〇
枚
程
度
。

▽
応
募
方
法

　
別
紙
に
氏
名
と
住
所
・
年
齢
・

職
業
（
学
校
名
・
学
年
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勤
務
先
）

電
話
番
号
記
入
。

▽
締
切
り

　
十
月
十
四
日
（
土
）
ま
で

▽
表
彰

　
ふ
る
さ
と
オ
ピ
ニ
オ
ン
賞
　
十

名
程
度
を
予
定
　
　
（
賞
状
・
賞
金

一
〇
万
円
と
記
念
品
）

▽
表
彰
式

　
十
一
月
上
旬
に
審
査
し
、
中
旬

に
表
彰
を
行
う
。

▽
送
付
先
・
問
い
合
せ
先

　
〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

番
地
一

　
新
潟
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企
画
調
整
部
克
雪
・
地

域
振
興
課
内

　
「
地
域
づ
く
り
提
言
論
文
・
作

文
募
集
係
」
ま
で
。

　
尚
、
作
品
は
一
人
一
作
品
と
し

ま
す
。

物　つゆ

獅
燃爬

簾
ソ連またはモンゴル地域で

強制抑留中死亡された

遺族の皆さんへ

　
戦
後
、
強
制
抑
留
さ
れ
、
本
邦

に
帰
還
さ
れ
た
方
々
等
に
対
し
ま

し
て
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
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慰

労
品
等
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、

新
た
に
、
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑

留
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
（
帰
還
途

上
死
亡
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。
）

の
ご
遺
族
で
、
平
成
元
年
九
月
一

日
に
お
い
て
H
本
国
籍
を
有
す
る

方
に
も
内
閣
総
理
大
臣
名
の
慰
労

品
（
書
状
・
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基

づ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
請
求
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
課
福
祉
係
の
所
に
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。
請
求
の
期
限
は
、
平
成

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
請
求
書
類
の
送
付
先

〒
一
一
二
　
東
京
都
文
京
区
大
塚

　
五
ー
三
－
一
三

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
総

　
理
府
所
管
）
業
務
第
二
課

恩給欠格者

の皆さんへ

　
こ
の
度
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
の
方
の
う
ち
、
外
地
等
に
勤
務

し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を
含

め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
で
、
請

求
時
に
お
い
て
口
本
国
籍
を
有
す

る
方
に
は
書
状
（
内
閣
総
理
大
臣

名
）
を
、
更
に
、
七
f
歳
以
ヒ
の

方
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
次
副
方
々
は
、
こ
の

事
業
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
恩
給
法
で
い
う
旧
軍
人
軍
属
で

・
あ
っ
て
、
年
金
た
る
恩
給
ま
た

　
は
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職

　
に
関
連
す
る
年
金
た
る
給
付
を

　
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方
。

▽
恩
給
欠
格
者
の
御
遺
族
及
び
戦

　
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

　
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に

　
帰
還
さ
れ
た
方
。

▽
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
上
の
軍
属
「
雇
員
、
傭
人
、

　
　
　
、
　
及
び
準
軍
属
の
方

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

　
役
場
住
民
課
福
祉
係
に
請
求
し

　
て
く
だ
さ
い
。

⑦
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追
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山
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遺
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（
亡
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な
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れ
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霊
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ま
し
た
。
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覧
の
日
は
賎
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が
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変
轍
し
か
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の
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す
が
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公
民
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い
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は

い
の
昂
が
集
ま
り
、
町
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五
⊃
の

お
寺
の
住
職
さ
ん
が
読
経
さ
れ
る

中
、
　
『
人
び
と
り
静
か
に
焼
香
に

立
つ
⊂
い
ま
し
た
。

　
戦
後
四
十
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
（
い
る
現
在
で

も
、
戦
争
に
行

か
れ
た
人
や
遺
族
の
乃
た
ち
の
中

に
は
、
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
悲

し
み
が
、
今
も
ず
っ
と
残
っ
て
い

る
串
ぐ
し
ょ
⊃
。
悲
惨
な
戦
争
が

二
度
と
起
さ
な
い
よ
う
祈
り
た
い

も
の
σ
、
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鰯
凶
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町
内
各
地
で
秋
祭
り
湯
山
神
楽
祭
も
に
ぎ
や
か
に

子供たちによる八木節

　　　　二階笠がかわいく踊られました

　
お
分
㎜
の
に
ぎ
や
か
さ
が
ま
だ
よ

く
収
ま
ら
な
い
の
に
、
も
う
秋
祭

り
の
時
期
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
速
さ
を
っ
ぐ
、
）
＜
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
パ
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け

て
町
内
各
部
落
ぐ
秋
祭
り
が
行
わ

れ
ま
す
が
＼

湯
山
の
神
楽
祭
も
八

月
二
十
六
臼
の
夜
、
神
社
の
，
境
内

に
舞
台
を
か
け
て
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
一
時
途
絶
え
⊂
い
た
湯
山
神
楽

を
復
沽
し
て
瑚
う
よ
う
に
な
つ
r
、

か
ら
、
今
年
で
二
十
一
回
目
と
い

う
事
で
、
嵩
旱
々
と
し
た
神
楽
翼
い

を
観
吝
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
湯
山
神
楽
祭
で
は
、
神
楽

ば
か
り
で
な
く
、
保
育
園
児
か
ら

老
人
会
の
皆
さ
ん
ま
ぐ
、
部
落
総
出

で
．
踊
り
ゃ
歌
を
披
露
し
た
ほ
か
￥

飛
び
人
り
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

興
に
乗
っ
た
観
客
が
、
目
慢
の
喉
を

聞
か
せ
（
い
ま
し
た
。

　
八
ラ
年
は
寸
劇
コ
「
兀
郎
狐
の
化

け
く
ら
べ
　
も
演
じ
ら
れ
る
な
ど
、

内
容
も
豊
か
な
神
楽
祭
ぐ
し
た
。

　
こ
の
、
伝
統
を
長
／
（
＼
守
っ
て
は
し

い
ぐ
．
す
ね
。

・轟
避善

溺

〆

驚
夢

楽獅大

3
魚
の
お
ろ
し
万
講
習
会
公
民
館
浦
田
分
館

　
皆
さ
ん
は
ハ
マ
チ
、
カ
ツ
オ
、

サ
バ
な
ど
、
一
匹
も
の
の
魚
を
三

枚
に
お
ろ
す
事
が
出
来
ま
ず
か
？

　
最
近
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
半
加

工
さ
れ
た
魚
を
買
っ
て
食
べ
る
事

が
多
く
て
、
魚
を
一
本
丸
ご
と
買

っ
て
調
理
ず
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
公
民
館
浦
田
分
館
で
は
、
分
館

事
業
の
一
つ
と
し
て
“
魚
の
お
ろ

し
万
講
習
会
”
を
計
画
、
八
月
二

日
の
午
後
、
武
田
教
頭
先
生
と
細

谷
先
生
を
講
師
に
、
地
元
の
お
田

さ
ん
ら
十
名
ほ
ど
が
手
解
き
を
受

け
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
ま
ず
、
カ
ツ
ズ
の
三

枚
お
ろ
し
か
ら
始
ま
り
、
シ
メ
サ

バ
の
作
り
万
、
大
き
な
ハ
マ
チ
の

さ
ば
き
万
、
イ
カ
の
刺
身
の
作
り

万
と
、
こ
の
日
の
朝
、
直
江
津
で

　
　
　
　
　
　
　
　
欧

仕
入
れ
て
来
た
新
鮮
な
魚
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
で
調
理

し
た
魚
は
家
に
持
ち
帰
え
ら
れ
る

と
い
う
串
で
、
参
加
し
た
方
た
ち

は
真
剣
そ
の
も
の
。
な
れ
な
い
包

丁
さ
ば
き
ぶ
り
で
し
た
が
「
や
つ

て
み
れ
ば
以
外
と
藺
単
」
と
、
幽
目

信
を
持
っ
て
帰
え
ら
れ
た
よ
う
で

す
Q

鋼麟毛謳ゴ1

心鰻、

織灘鞭

議
雛

、

‘
鉦
翌

■■■■■“岬、卜

7

♂　　　　　　　　　　　　灘鞍
五つのコートを使用して行われたゲートボール大

年々盛んになって来ています（松之山小学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

佃
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
第
6
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
町
内
の
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
熱
も
年

年
向
上
し
、
部
落
で
ゲ
ー
ト
ホ
ー

ル
場
を
造
っ
た
所
が
何
カ
所
も
出

来
る
ぱ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

競
技
者
は
勿
論
、
審
判
員
の
資
格

を
取
る
万
も
大
変
多
く
い
て
、
人

気
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
、

　
ハ
目
二
十
五
日
に
は
、
醐
内
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が

松
之
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま

り
、
第
六
回
の
松
之
山
闘
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
大
会
に
は
各
地
区
・
部
落

の
老
人
ク

フ
ノ
の
代
友
獄
ど
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
し
⊂
、
人
ゆ
盛
大

な
大
会
と
な
り
び
し
た
。
中
ぐ
も
、

八
ラ
年
二
面
の
ゲ
ー
ト
、
小
ー
ル
場
、
が

完
成
し
た
黒
倉
部
盈
か
b
は
、
羽

鱗
ニ
チ
ー
ム
を
A
，

口
毒
四
フ
ー
ム
が

出
場
、
意
気
述
み
を
見
い
（
㌧
。
れ

ま
し
た
。

　
試
合
の
乃
は
、
ハ
）
の
」
ー
ト

を
使
）
（

ノ
レ
選
リ
ー
グ
￥
決
勝
卜

　i

ツ
メ
ン
ト
が
戦
わ
れ
、
・
て
の
結

．
禦
、
川
〕
A
・
B
が
　
　
．
　
“
、
仙
る

独
占
、

位
に
湯
本
が
八
．
や
（
い

ジ
、
川
与
チ
ー
ム
の
頑
張
り
が
光

っ
た
結
索
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
九
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
終
了

し
た
の
が
午
後
四
時
過
ぎ
と
、
一

H
た
っ
戸
心
り
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
楽

し
ん
だ
皆
さ
ん
ぐ
し
た
。

▼
大
く
ハ
成
績

嬉
　
勝
　
日
う
A
チ
ー
乙

禅
櫻
勝
　
川
、
｝
B
チ
ー
乙

　
一
仙
　
湯
本
チ
！
ム

⑨
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買

っ
て
調
理
ず
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
公
民
館
浦
田
分
館
で
は
、
分
館

事
業
の
一
つ
と
し
て
“
魚
の
お
ろ

し
万
講
習
会
”
を
計
画
、
八
月
二

日
の
午
後
、
武
田
教
頭
先
生
と
細

谷
先
生
を
講
師
に
、
地
元
の
お
田

さ
ん
ら
十
名
ほ
ど
が
手
解
き
を
受

け
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
ま
ず
、
カ
ツ
ズ
の
三

枚
お
ろ
し
か
ら
始
ま
り
、
シ
メ
サ

バ
の
作
り
万
、
大
き
な
ハ
マ
チ
の

さ
ば
き
万
、
イ
カ
の
刺
身
の
作
り

万
と
、
こ
の
日
の
朝
、
直
江
津
で

　
　
　
　
　
　
　
　
欧

仕
入
れ
て
来
た
新
鮮
な
魚
を
使
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
で
調
理

し
た
魚
は
家
に
持
ち
帰
え
ら
れ
る

と
い
う
串
で
、
参
加
し
た
方
た
ち

は
真
剣
そ
の
も
の
。
な
れ
な
い
包

丁
さ
ば
き
ぶ
り
で
し
た
が
「
や
つ

て
み
れ
ば
以
外
と
藺
単
」
と
、
幽
目

信
を
持
っ
て
帰
え
ら
れ
た
よ
う
で

す
Q

鋼麟毛謳ゴ1

心鰻、

織灘鞭

議
雛

、

‘
鉦
翌

■■■■■“岬、卜

7

♂　　　　　　　　　　　　灘鞍
五つのコートを使用して行われたゲートボール大

年々盛んになって来ています（松之山小学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

佃
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
第
6
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
町
内
の
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
熱
も
年

年
向
上
し
、
部
落
で
ゲ
ー
ト
ホ
ー

ル
場
を
造
っ
た
所
が
何
カ
所
も
出

来
る
ぱ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

競
技
者
は
勿
論
、
審
判
員
の
資
格

を
取
る
万
も
大
変
多
く
い
て
、
人

気
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
、

　
ハ
目
二
十
五
日
に
は
、
醐
内
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が

松
之
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま

り
、
第
六
回
の
松
之
山
闘
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
大
会
に
は
各
地
区
・
部
落

の
老
人
ク

フ
ノ
の
代
友
獄
ど
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
し
⊂
、
人
ゆ
盛
大

な
大
会
と
な
り
び
し
た
。
中
ぐ
も
、

八
ラ
年
二
面
の
ゲ
ー
ト
、
小
ー
ル
場
、
が

完
成
し
た
黒
倉
部
盈
か
b
は
、
羽

鱗
ニ
チ
ー
ム
を
A
，

口
毒
四
フ
ー
ム
が

出
場
、
意
気
述
み
を
見
い
（
㌧
。
れ

ま
し
た
。

　
試
合
の
乃
は
、
ハ
）
の
」
ー
ト

を
使
）
（

ノ
レ
選
リ
ー
グ
￥
決
勝
卜

　i

ツ
メ
ン
ト
が
戦
わ
れ
、
・
て
の
結

．
禦
、
川
〕
A
・
B
が
　
　
．
　
“
、
仙
る

独
占
、

位
に
湯
本
が
八
．
や
（
い

ジ
、
川
与
チ
ー
ム
の
頑
張
り
が
光

っ
た
結
索
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
九
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
終
了

し
た
の
が
午
後
四
時
過
ぎ
と
、
一

H
た
っ
戸
心
り
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
楽

し
ん
だ
皆
さ
ん
ぐ
し
た
。

▼
大
く
ハ
成
績

嬉
　
勝
　
日
う
A
チ
ー
乙

禅
櫻
勝
　
川
、
｝
B
チ
ー
乙

　
一
仙
　
湯
本
チ
！
ム

⑨
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旧
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
に
記
念
碑
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
総
出
で
完
成
を
祝
う

　
昭
和
八
七

肩

〔
月
未
る
も
）

て
長
い
歴
史
を
閉
じ
た
松
β
剛
小

学
校
黒
倉
分
、
校
。

　
こ
の
程
、
そ
の
伎
い
伝
統
為
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
ご
の
学
校
あ

卒
業
し
た
同
窓
竺
や
部
落
の
月
た

ら
が
寄
附
金
を
出
し
訪
い
、
グ
フ

ン
ド
の
一
角
に
り
っ
ば
な
記
八
．
触
碑

P

購準
湘

一
《

会　　ま訟丁「1）（ブ）イ1亭

がぐ了オヒ附ツ1い祢建
ノ＼（ア）て二さσダ球L侵・玉’万

1丘1。〕己し、オ1ノブに二つし
ノ＼六領また亥1！1，よ（二δ
日で稗（づ1旨（ノ声　r剣，し
σ）（ノ）　o曳＼奥八｝，1、1（一Z」

臼　防＼　　《ノ〔ll，‘1t）
後・暑≒　　（ノ）イ～杢交オ1、友
盛．武、　　1・1《　＼湖1ノ・（＼

大（L 　　㌧号宍1　，〕己履美
1曳こ室兄　　／ゲ（し》（L　ノ、’kEl

l1宣冒　　亥lll、よしNで脚1撚

獅』＿　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥・，網眺奄鳳．
建立を記念してのテープカットが関係者の手で

ζ『　負f　　　　しー　イ窪　　’ソ　k　　オ）

C1）　∫≧　弓1／は　L紀　1一　（ノ）　イ～

経が（＼（しの　’、人、　＼
辻あ化蓄　糸売1）久’甘1ノい　ヌ㌧刈、
，」党　（区　～＼　／▽　、、＼　㌧誉　C　l司対

ゆヨれ体（㌧んノ才　しー、（ノ）
）ぐ）　＼　rl与　「 、丈』　1、 二　1曳ン　オ）　1〔 r
日ヌ　、〕己　自巳「一1／池（／＼　（ド　／♪　㌧

）

．9イ　1iゑ　（ノ）　ぐ＼　ζ）　ζ）　＼　『）

導板　／ρ、1〔Pイコ　／虫し／がllノ 　曳、、

倉亭吏至　（でδ．、舟台（ノ’）　1　（レ）

＼這ノはL、飛除ブい
レ／　δ、　祁ll、差・　1⊂f　暑≧　ノフ　1、了

　　　　薩　、剛瞬饗
　　　蓼騨職謙

・監♂r醐　麺滋

　　　　　　　　　　　、　小学生全員によって記念碑の除幕が行われました

績
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
た
後
、
＊
賓
の
村
山
町
長
、

阻
部
松
之
由
小
学
検
授
、
同
窟
甘

代
表
の
高
橋
さ
ん
が
祝
辞
亭
述
べ
、

ぞ
の
徳
祝
宮
ひ
な
り
ま
し
た
．

　
旧
黒
倉
分
，
校
校
舎
は
そ
の
ま
ま

鼻
会
所
や
合
宿
・
イ
ヘ
ン
ト
な
ど

の
場
所
ぜ
し
（
俄
さ
れ
、
利
用
さ

れ
（
い
3
◎
。

＜
大
き
な
記
念
碑

も

舞　
「
村
お
こ
し
」
や
「
一
村
一

品
運
動
」
な
ど
、
地
域
活
性
化

の
た
め
の
特
産
品
づ
く
り
が
全

国
的
に
盛
ん
で
す
。

　
県
内
に
お
い
て
も
市
町
村
や

商
工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
内
で
試
み
ら
れ

て
い
る
特
産
品
を
紹
介
し
た
り
、

販
路
開
拓
を
目
的
に
「
わ
が
む

ら
わ
が
ま
ち
自
慢
の
逸
品
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
九
月
二
十

一
日
（
木
）
か
ら
二
十
六
日
（
火
）

ま
で
の
六
日
間
、
新
潟
市
大
和

デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
、
松
之
山

町
か
ら
は
”
野
鳥
コ
ケ
シ
”
が

出
品
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
、
会
場
を
訪
れ
て
桑

て
だ
さ
い
。
他
の
市
町
村
の
作
｝

幾
変
参
考
に
な
る
と
．
巳

』』 i＿ 血 一■■

臣又
貝君（小谷）原福

新潟県体育協会より表彰される

　
こ
の
程
、
新
潟
県
体
育
協
会
よ

り
平
成
元
年
度
に
お
け
る
県
内
の

優
秀
競
技
者
章
．
営
賞
者
の
発
表
が

あ
り
、
松
之
山
町
か
ら
安
塚
高
校

松
之
山
分
校
、
一
年
の
、
福
原
賢
君

（
小
谷
上
干
場
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
福
原
君
は
、
北
海
道
旭
川
市
で

開
か
れ
た
第
四
四
回
冬
季
国
体
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年

組
リ
レ
ー
で
．
．
一
位
人
賞
に
貢
献
し

た
ほ
か
、
．
第
六
ヒ
囲
全
H
本
ス
キ

ー
選
♪
権
人
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
少
年
男
チ
一
κ
キ
ロ
で
優
勝
す

る
な
ど
、
　
、
年
生
な
が
ら
人
活
躍

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
の
強
化
指
定
選
手
に

選
ば
れ
、
よ
り
強
く
な
る
よ
う
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

箆＞丼嘉
　　町の体育協会からも表彰

　　を受けました
　　（町民体育大会のとき）

　
で会大県

暑
又
劇

ー
ツ
フ

堂々2位！

男女混合綱引き

　
ノ
ノ
五
・
六
日
と
長
岡
市
で
開

侶
さ
オ
た
“
第
一
回
新
潟
県
ス
ポ

　
　
　
ェ
ス
ア
イ
、
＼
レ
　
こ
、
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
〃
　
　
ウ

越
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
た
男

女
混
合
綱
引
き
チ
ー
ム
（
天
水
島

の
メ
ン
バ
ー
中
心
）
が
、
実
力
ど

お
り
の
活
躍
で
県
内
の
強
豪
チ
ー

ム
を
次
々
と
破
り
、
堂
々
二
位
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
種
目
は
、
男
．
r
四
人
女
子

四
人
の
合
計
八
名
で
引
っ
ば
り
合

う
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
八
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
松
之
山
町
チ
ー
ム
、
優
勝
ま

で
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
大
健
闘
で
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ス
ボ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

男
女
混
八
H
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
も
松
之
山
か
ら

選
、
r
が
出
場
し
、
頑
張
っ
て
来
ま

し
た
。

一
圏
”
囲
　
　
　
俳
句
ば
か
り
で
な
－
短
歌
・
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
　
俳
句
　
離
欝
禦
ザ
移
錨
縞
ご

風
届
か
ざ
る
扇
風
機
見
て
お
り
し

読
経
の
調
べ
早
ま
り
つ
つ
涼
し

珠
玉
の
音
涼
し
く
も
ま
れ
解
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
村
山
　
三
二

束
の
間
を
笠
に
鳴
か
し
て
油
蝉

腹
当
て
を
す
る
と
老
の
手
に
負
え
ず

病
め
る
身
の
蝟
聞
い
て
起
き
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

目
じ
る
し
は
薬
草
干
し
あ
る
秋
の
宿

病
床
に
窓
の
秋
と
長
き
日
々

野
路
の
秋
湖
畔
の
水
冷
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

　
　
（
親
不
知
　
市
振
行
）

盆
過
ぎ
の
波
の
淋
し
き
親
不
知

晩
夏
光
海
を
背
に
し
て
遊
女
句
碑

胸
張
っ
て
水
着
の
乙
女
渚
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

福
原
秋
静
子
（
益
太
郎
）

滝
沢
　
流
石
（
銀
作
〉

鈴
木
　
俊
一

　
ヨ
　
　
　
ロ

　
川
ダ
　
緬
”

此
処
だ
け
の
話
他
方
で
も
分
け
て
行
き

虫
干
し
の
よ
う
に
思
い
出
み
な
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村

正
孝

⑪
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活
性
化

の
た
め
の
特
産
品
づ
く
り
が
全

国
的
に
盛
ん
で
す
。

　
県
内
に
お
い
て
も
市
町
村
や

商
工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
内
で
試
み
ら
れ

て
い
る
特
産
品
を
紹
介
し
た
り
、

販
路
開
拓
を
目
的
に
「
わ
が
む

ら
わ
が
ま
ち
自
慢
の
逸
品
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
九
月
二
十

一
日
（
木
）
か
ら
二
十
六
日
（
火
）

ま
で
の
六
日
間
、
新
潟
市
大
和

デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
、
松
之
山

町
か
ら
は
”
野
鳥
コ
ケ
シ
”
が

出
品
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
、
会
場
を
訪
れ
て
桑

て
だ
さ
い
。
他
の
市
町
村
の
作
｝

幾
変
参
考
に
な
る
と
．
巳

』』 i＿ 血 一■■

臣又
貝君（小谷）原福

新潟県体育協会より表彰される

　
こ
の
程
、
新
潟
県
体
育
協
会
よ

り
平
成
元
年
度
に
お
け
る
県
内
の

優
秀
競
技
者
章
．
営
賞
者
の
発
表
が

あ
り
、
松
之
山
町
か
ら
安
塚
高
校

松
之
山
分
校
、
一
年
の
、
福
原
賢
君

（
小
谷
上
干
場
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　
福
原
君
は
、
北
海
道
旭
川
市
で

開
か
れ
た
第
四
四
回
冬
季
国
体
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年

組
リ
レ
ー
で
．
．
一
位
人
賞
に
貢
献
し

た
ほ
か
、
．
第
六
ヒ
囲
全
H
本
ス
キ

ー
選
♪
権
人
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
少
年
男
チ
一
κ
キ
ロ
で
優
勝
す

る
な
ど
、
　
、
年
生
な
が
ら
人
活
躍

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
の
強
化
指
定
選
手
に

選
ば
れ
、
よ
り
強
く
な
る
よ
う
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

箆＞丼嘉
　　町の体育協会からも表彰

　　を受けました
　　（町民体育大会のとき）

　
で会大県

暑
又
劇

ー
ツ
フ

堂々2位！

男女混合綱引き

　
ノ
ノ
五
・
六
日
と
長
岡
市
で
開

侶
さ
オ
た
“
第
一
回
新
潟
県
ス
ポ

　
　
　
ェ
ス
ア
イ
、
＼
レ
　
こ
、
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
〃
　
　
ウ

越
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
た
男

女
混
合
綱
引
き
チ
ー
ム
（
天
水
島

の
メ
ン
バ
ー
中
心
）
が
、
実
力
ど

お
り
の
活
躍
で
県
内
の
強
豪
チ
ー

ム
を
次
々
と
破
り
、
堂
々
二
位
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
種
目
は
、
男
．
r
四
人
女
子

四
人
の
合
計
八
名
で
引
っ
ば
り
合

う
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
八
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
松
之
山
町
チ
ー
ム
、
優
勝
ま

で
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
大
健
闘
で
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ス
ボ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
バ
ル
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

男
女
混
八
H
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
も
松
之
山
か
ら

選
、
r
が
出
場
し
、
頑
張
っ
て
来
ま

し
た
。

一
圏
”
囲
　
　
　
俳
句
ば
か
り
で
な
－
短
歌
・
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
　
俳
句
　
離
欝
禦
ザ
移
錨
縞
ご

風
届
か
ざ
る
扇
風
機
見
て
お
り
し

読
経
の
調
べ
早
ま
り
つ
つ
涼
し

珠
玉
の
音
涼
し
く
も
ま
れ
解
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
村
山
　
三
二

束
の
間
を
笠
に
鳴
か
し
て
油
蝉

腹
当
て
を
す
る
と
老
の
手
に
負
え
ず

病
め
る
身
の
蝟
聞
い
て
起
き
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

目
じ
る
し
は
薬
草
干
し
あ
る
秋
の
宿

病
床
に
窓
の
秋
と
長
き
日
々

野
路
の
秋
湖
畔
の
水
冷
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下

　
　
（
親
不
知
　
市
振
行
）

盆
過
ぎ
の
波
の
淋
し
き
親
不
知

晩
夏
光
海
を
背
に
し
て
遊
女
句
碑

胸
張
っ
て
水
着
の
乙
女
渚
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

福
原
秋
静
子
（
益
太
郎
）

滝
沢
　
流
石
（
銀
作
〉

鈴
木
　
俊
一

　
ヨ
　
　
　
ロ

　
川
ダ
　
緬
”

此
処
だ
け
の
話
他
方
で
も
分
け
て
行
き

虫
干
し
の
よ
う
に
思
い
出
み
な
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村

正
孝

⑪



ー
ト
O
寸
1

⑫

大
厳
寺
高
原
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
木

　
筆
者
が
松
之
山
中
学
校
で
科
学

部
の
顧
問
を
し
て
い
た
頃
、
活
動

の
一
環
と
し
て
、
大
厳
寺
の
キ
ャ

ン
プ
場
一
帯
の
巣
箱
つ
け
や
、
樹

木
の
名
札
つ
け
を
始
め
た
も
の
で

し
た
。
現
在
、
松
之
山
町
史
の
自

然
編
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
大
厳
寺
高
原
を
は
じ

あ
、
岩
見
堂
、
大
松
山
の
遊
歩
道

を
中
心
に
、
樹
木
等
の
名
札
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
感
激

し
、
そ
の
労
苦
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
　
さ
て
、
大
厳
寺
高
原
一
帯
は
、

27

ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
主
体
を
占
め
、
上

部
の
き
の
こ
園
辺
り
か
ら
ブ
ナ
林

が
優
占
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知

の
通
り
で
す
。
先
日
、
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
の
自
然
遊
歩
道
に
ど
ん
な

樹
木
が
白
生
し
て
い
る
か
調
査
し

て
み
ま
し
た
。
以
下
、
列
記
し
ま

す
が
、
o
印
の
種
類
は
名
札
が
つ

い
て
い
た
も
の
で
す
。

○
ミ
ズ
ナ
ノ
　
O
タ
ム
シ
バ
　
○
オ
ク

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
　
O
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク

ラ
　
O
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
　
○
マ
ル
バ

マ
ン
サ
ク
　
O
ナ
ナ
カ
マ
ド
　
・
ヤ
マ

ウ
ル
シ
　
O
ヒ
メ
モ
チ
　
・
ミ
ヤ
マ
ガ遊歩道で見られるブナの奇形

マ
ズ
ミ
　
O
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
（
ム
シ
カ

リ
）
　
O
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
　
・
ハ
ナ
ヒ

リ
ノ
キ
　
・
ホ
ツ
ツ
ジ
　
0
リ
ョ
ウ
ブ

O
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
　
O
ユ
キ
ツ
バ

キ
　
O
ユ
キ
グ
ニ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
　
○

ブ
ナ
　
O
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
　
O
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
　
Q
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
　
O
ヒ

ト
ツ
バ
カ
エ
デ
　
O
コ
シ
ア
ブ
ラ
　
O

ネ
ジ
キ
　
O
シ
ラ
カ
バ
　
・
タ
ニ
ウ
ツ

ギ
　
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
　
O
ア
ズ
キ
ナ
シ

O
ア
オ
ハ
ダ
　
・
カ
マ
ツ
カ
（
ウ
シ
コ

ロ
シ
）
　
・
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
　
・
ヒ

メ
ア
オ
キ
　
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
　
・
ア
ク

シ
バ
　
　
・
エ
ン
討
ン
ユ
　
　
・
ヅ
ノ
カ
シ
ォ
ア

・
ナ
ツ
ハ
ゼ
　
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
　
・
ハ

イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
　
・
ホ
ウ
ノ
キ
　
。
ヌ
ル

デ
　
　
・
ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
ブ
シ
　
・
ヤ
ブ
コ

以
上
の
う
ち
、

ン
シ
　
・
ア
ゾ
ラ
チ
ャ
ン

レ
　
・
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ

ノ

バ
ミ
　
・
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

キ
シ
キ
ブ
　
○
ミ
ズ
キ

・
ク
ロ
ヅ

ツ
ノ
パ
シ

・
ム
ラ
サ

サ
ル
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ジ
キ
と
タ
カ

ノ
ツ
メ
は
大
厳
寺
で
は
個
体
数
が

少
な
く
、
し
か
も
か
な
り
の
老
木

が
あ
る
の
で
す
が
、
現
在
、
ひ
ん

死
の
状
態
で
す
（
ネ
ジ
キ
に
つ
い

て
は
、
道
路
の
関
係
で
移
植
し
た

も
の
で
す
が
・
：
：
・
）
。

　
か
つ
て
、
村
山
俊
介
氏
（
松
之

山
）
か
ら
、
イ
ヌ
ブ
ナ
ら
し
き
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

実
態
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
確
か
に
、
幹
の
肌
は
、
お
よ

そ
ブ
ナ
と
は
思
え
な
い
の
で
す
が

葉
脈
の
数
や
毛
の
様
子
か
ら
や
は

り
イ
ヌ
ブ
ナ
で
は
な
い
と
い
う
結

論
に
達
し
ま
し
た
。
な
お
、
イ
ヌ

ブ
ナ
の
新
潟
県
で
の
生
育
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
佐
藤
輝
国
氏
（
天
水
越
）

が
、
オ
オ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
を
大
厳

寺
の
山
奥
で
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
珍
ら
し
い
種
類
と
い

え
ま
す
。

　
大
厳
寺
一
帯
の
樹
林
は
、
春
の

花の白さが鮮やかな春の花タムシバ

新
緑
、
夏
の
涼
、
秋
の
紅
葉
、
時

季
を
問
わ
ず
訪
れ
る
人
の
体
と
心

に
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
大
厳
寺
の
自
然
そ

の
も
の
が
す
で
に
す
ば
ら
し
い
存

．
在
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
外
部
か
ら
導
入
し
た

樹
木
等
を
移
植
し
な
い
方
が
、
大

厳
寺
の
自
然
を
生
か
す
こ
と
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
ご
一
考
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
文
責
　
城
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
秀
夫

し脚

　　　　　　　　　　　　　　　　亀

F

Vく
会
ン
犬
ミ
ル
民
ノ
町
示

　
松
之
山
町
農
協
主
催
の
第
二
回

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

八
月
二
十
U
に
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
男
女
混
合
・
フ
ァ
ミ
リ
i
・

女
性
組
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
二
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
、

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
事
か
ら
、

子
供
か
ら
か
な
り
年
配
の
方
ま
で

手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
年
々
人
気
が
出
て
、
今
年
の

大
会
に
は
昨
年
よ
り
十
チ
ー
ム
も

多
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
開
会
さ
れ
、
各

組
ご
と
に
予
選
、
敗
者
復
活
、
決

勝
リ
ー
グ
と
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
ど
の
試
合
も
熱
戦
に
次
ぐ

熱
戦
で
、
全
部
の
試
合
が
終
わ
っ

た
の
は
午
後
四
時
過
ぎ
で
し
た
。

ま
た
、
途
中
で
は
中
学
生
以
下
の

子
供
た
ち
を
対
象
に
“
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
”
も
行
わ
れ
、
勝
ち
残
っ

た
子
供
た
ち
に
豪
華
な
商
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
誰

で
も
出
来
る
競
技
で
す
。
来
年
の

大
会
に
は
、
仲
間
を
集
め
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
商
品
は
豪
華

で
す
よ
。

　　層，1影ク渉一望究寡単
　　　　し；㌧、かないのが・二の、’

敷　　　嚢　　．覆　　騒
罷L鷲垂ご磨、、，灘．鯉驚、、、．屡睡姦、．婁翫

　　　　讃瀟藷轍繭lil’噸攣

　　　　　　　饗餐触f・塚纏顯

　　　　今回は昨年より10チーム多い26チームカ

◎
大
会
成
績

▽
男
女
混
合
組
　
　
（
十
チ
ー
ム
）

一
位
　
小
谷
コ
シ
ヒ
カ
リ
チ
ー
ム

ニ
位
　
ヒ
鰍
池
E
チ
ー
ム

三
位
　
小
野
塚
組
＋
涌
井
チ
ー
ム

▽
女
性
組
　
　
（
七
チ
ー
ム
）

一
位
　
バ
バ
リ
ア
ン
チ
ー
ム

ニ
位
　
青
春
オ
ー
ロ
ラ
ス
ピ
ン

三
位
　
浦
田
バ
レ
ー
B
チ
レ
ム

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
組
（
九
チ
ー
ム
）

一
位
　
上
蝦
池
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
　
〃
　
C
チ
ー
ム

三
位
　
藤
H
会
H
チ
ー
ム

◎
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
高
橋
加
奈
ち
ゃ
ん
（
中
尾
）

戦
没
者
等
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

．
兀
年
一
、
一
月
．
二
十
一
日
ま
で
に
、
公

務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
て
い
た
遺
族
（
戦
没
者
等
の
妻
・

　
　
　
が
失
権
し
て
い
た
場
合

に
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰

金
と
し
て
、
額
面
卜
八
万
円
、
六

年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
（
額

而
三
卜
万
円
・
十
年
償
還
）
の
支

給
対
象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
に

は
、
平
成
四
年
六
月
、
一
卜
七
日
ま

で
に
請
求
書
を
役
場
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
役
場
の
福
祉
係
で
も
対
象
者
を

調
べ
て
い
ま
す
が
、
も
し
こ
の
制

度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福
祉
係
に

お
旧
用
き
く
だ
さ
い
。

⑰
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大
厳
寺
高
原
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
木

　
筆
者
が
松
之
山
中
学
校
で
科
学

部
の
顧
問
を
し
て
い
た
頃
、
活
動

の
一
環
と
し
て
、
大
厳
寺
の
キ
ャ

ン
プ
場
一
帯
の
巣
箱
つ
け
や
、
樹

木
の
名
札
つ
け
を
始
め
た
も
の
で

し
た
。
現
在
、
松
之
山
町
史
の
自

然
編
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
大
厳
寺
高
原
を
は
じ

あ
、
岩
見
堂
、
大
松
山
の
遊
歩
道

を
中
心
に
、
樹
木
等
の
名
札
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
感
激

し
、
そ
の
労
苦
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
　
さ
て
、
大
厳
寺
高
原
一
帯
は
、

27

ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
主
体
を
占
め
、
上

部
の
き
の
こ
園
辺
り
か
ら
ブ
ナ
林

が
優
占
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知

の
通
り
で
す
。
先
日
、
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
の
自
然
遊
歩
道
に
ど
ん
な

樹
木
が
白
生
し
て
い
る
か
調
査
し

て
み
ま
し
た
。
以
下
、
列
記
し
ま

す
が
、
o
印
の
種
類
は
名
札
が
つ

い
て
い
た
も
の
で
す
。

○
ミ
ズ
ナ
ノ
　
O
タ
ム
シ
バ
　
○
オ
ク

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
　
O
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク

ラ
　
O
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
　
○
マ
ル
バ

マ
ン
サ
ク
　
O
ナ
ナ
カ
マ
ド
　
・
ヤ
マ

ウ
ル
シ
　
O
ヒ
メ
モ
チ
　
・
ミ
ヤ
マ
ガ遊歩道で見られるブナの奇形

マ
ズ
ミ
　
O
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
（
ム
シ
カ

リ
）
　
O
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
　
・
ハ
ナ
ヒ

リ
ノ
キ
　
・
ホ
ツ
ツ
ジ
　
0
リ
ョ
ウ
ブ

O
ウ
ラ
ジ
ロ
ヨ
ウ
ラ
ク
　
O
ユ
キ
ツ
バ

キ
　
O
ユ
キ
グ
ニ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
　
○

ブ
ナ
　
O
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
　
O
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
　
Q
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
　
O
ヒ

ト
ツ
バ
カ
エ
デ
　
O
コ
シ
ア
ブ
ラ
　
O

ネ
ジ
キ
　
O
シ
ラ
カ
バ
　
・
タ
ニ
ウ
ツ

ギ
　
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
　
O
ア
ズ
キ
ナ
シ

O
ア
オ
ハ
ダ
　
・
カ
マ
ツ
カ
（
ウ
シ
コ

ロ
シ
）
　
・
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
　
・
ヒ

メ
ア
オ
キ
　
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
　
・
ア
ク

シ
バ
　
　
・
エ
ン
討
ン
ユ
　
　
・
ヅ
ノ
カ
シ
ォ
ア

・
ナ
ツ
ハ
ゼ
　
・
タ
カ
ノ
ツ
メ
　
・
ハ

イ
イ
ヌ
ツ
ゲ
　
・
ホ
ウ
ノ
キ
　
。
ヌ
ル

デ
　
　
・
ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ
ブ
シ
　
・
ヤ
ブ
コ

以
上
の
う
ち
、

ン
シ
　
・
ア
ゾ
ラ
チ
ャ
ン

レ
　
・
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ

ノ

バ
ミ
　
・
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

キ
シ
キ
ブ
　
○
ミ
ズ
キ

・
ク
ロ
ヅ

ツ
ノ
パ
シ

・
ム
ラ
サ

サ
ル
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ジ
キ
と
タ
カ

ノ
ツ
メ
は
大
厳
寺
で
は
個
体
数
が

少
な
く
、
し
か
も
か
な
り
の
老
木

が
あ
る
の
で
す
が
、
現
在
、
ひ
ん

死
の
状
態
で
す
（
ネ
ジ
キ
に
つ
い

て
は
、
道
路
の
関
係
で
移
植
し
た

も
の
で
す
が
・
：
：
・
）
。

　
か
つ
て
、
村
山
俊
介
氏
（
松
之

山
）
か
ら
、
イ
ヌ
ブ
ナ
ら
し
き
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

実
態
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
確
か
に
、
幹
の
肌
は
、
お
よ

そ
ブ
ナ
と
は
思
え
な
い
の
で
す
が

葉
脈
の
数
や
毛
の
様
子
か
ら
や
は

り
イ
ヌ
ブ
ナ
で
は
な
い
と
い
う
結

論
に
達
し
ま
し
た
。
な
お
、
イ
ヌ

ブ
ナ
の
新
潟
県
で
の
生
育
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
佐
藤
輝
国
氏
（
天
水
越
）

が
、
オ
オ
バ
ツ
ツ
ジ
の
花
を
大
厳

寺
の
山
奥
で
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
珍
ら
し
い
種
類
と
い

え
ま
す
。

　
大
厳
寺
一
帯
の
樹
林
は
、
春
の

花の白さが鮮やかな春の花タムシバ

新
緑
、
夏
の
涼
、
秋
の
紅
葉
、
時

季
を
問
わ
ず
訪
れ
る
人
の
体
と
心

に
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
大
厳
寺
の
自
然
そ

の
も
の
が
す
で
に
す
ば
ら
し
い
存

．
在
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
外
部
か
ら
導
入
し
た

樹
木
等
を
移
植
し
な
い
方
が
、
大

厳
寺
の
自
然
を
生
か
す
こ
と
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
ご
一
考
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
文
責
　
城
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
秀
夫

し脚

　　　　　　　　　　　　　　　　亀

F

Vく
会
ン
犬
ミ
ル
民
ノ
町
示

　
松
之
山
町
農
協
主
催
の
第
二
回

町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

八
月
二
十
U
に
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
男
女
混
合
・
フ
ァ
ミ
リ
i
・

女
性
組
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
二
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
、

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う
事
か
ら
、

子
供
か
ら
か
な
り
年
配
の
方
ま
で

手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
年
々
人
気
が
出
て
、
今
年
の

大
会
に
は
昨
年
よ
り
十
チ
ー
ム
も

多
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
開
会
さ
れ
、
各

組
ご
と
に
予
選
、
敗
者
復
活
、
決

勝
リ
ー
グ
と
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
ど
の
試
合
も
熱
戦
に
次
ぐ

熱
戦
で
、
全
部
の
試
合
が
終
わ
っ

た
の
は
午
後
四
時
過
ぎ
で
し
た
。

ま
た
、
途
中
で
は
中
学
生
以
下
の

子
供
た
ち
を
対
象
に
“
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
”
も
行
わ
れ
、
勝
ち
残
っ

た
子
供
た
ち
に
豪
華
な
商
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
誰

で
も
出
来
る
競
技
で
す
。
来
年
の

大
会
に
は
、
仲
間
を
集
め
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
商
品
は
豪
華

で
す
よ
。

　　層，1影ク渉一望究寡単
　　　　し；㌧、かないのが・二の、’

敷　　　嚢　　．覆　　騒
罷L鷲垂ご磨、、，灘．鯉驚、、、．屡睡姦、．婁翫

　　　　讃瀟藷轍繭lil’噸攣

　　　　　　　饗餐触f・塚纏顯

　　　　今回は昨年より10チーム多い26チームカ

◎
大
会
成
績

▽
男
女
混
合
組
　
　
（
十
チ
ー
ム
）

一
位
　
小
谷
コ
シ
ヒ
カ
リ
チ
ー
ム

ニ
位
　
ヒ
鰍
池
E
チ
ー
ム

三
位
　
小
野
塚
組
＋
涌
井
チ
ー
ム

▽
女
性
組
　
　
（
七
チ
ー
ム
）

一
位
　
バ
バ
リ
ア
ン
チ
ー
ム

ニ
位
　
青
春
オ
ー
ロ
ラ
ス
ピ
ン

三
位
　
浦
田
バ
レ
ー
B
チ
レ
ム

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
組
（
九
チ
ー
ム
）

一
位
　
上
蝦
池
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
　
〃
　
C
チ
ー
ム

三
位
　
藤
H
会
H
チ
ー
ム

◎
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

一
位
　
高
橋
加
奈
ち
ゃ
ん
（
中
尾
）

戦
没
者
等
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

．
兀
年
一
、
一
月
．
二
十
一
日
ま
で
に
、
公

務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
て
い
た
遺
族
（
戦
没
者
等
の
妻
・

　
　
　
が
失
権
し
て
い
た
場
合

に
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰

金
と
し
て
、
額
面
卜
八
万
円
、
六

年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
（
額

而
三
卜
万
円
・
十
年
償
還
）
の
支

給
対
象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
に

は
、
平
成
四
年
六
月
、
一
卜
七
日
ま

で
に
請
求
書
を
役
場
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
役
場
の
福
祉
係
で
も
対
象
者
を

調
べ
て
い
ま
す
が
、
も
し
こ
の
制

度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福
祉
係
に

お
旧
用
き
く
だ
さ
い
。

⑰



ー
o
o
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ぐ
ー

皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

大きな病気をした時、手術を受けて何力

も入院した場合、高額医療の制度がある

は知っていますが、遠い病院になると一

大変多くの医療費を支技わなければなら

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
が
費
す
て

し
合
す
療
ま

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
い
度

　
　
　
つ
多
聞
制

き
入
知
変
と
の

　
　
　
　
　
　
い
そ

　
月
事
時
な

について教えてください・

　　　　　　　　（湯山・老人）

お
答
え
し
ま
す
”
現
在
、
松
之

山
町
国
民
健
康
保
険
は
保
険
者
徴

収
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保

険
者
徴
収
制
度
と
は
、
医
療
機
関

と
松
之
山
町
が
契
約
を
結
ん
で
一

部
負
担
金
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
制
度
で
す
。

町
が
一
括
医
療
機
関
に
支
払
い
、

一
部
負
担
金
を
立
替
え
て
い
ま
す
。

立
替
え
た
一
部
負
担
金
は
納
税
日

に
世
帯
別
に
集
計
し
納
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
存

じ
の
と
お
り
、
お
金
を
持
っ
て
行

か
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
全
国
の

医
療
機
関
と
保
険
者
徴
収
制
度
の

契
約
を
結
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
契
約
を
結
ん
で
い
る
医

療
機
関
は
県
内
だ
け
で
、
し
か
も
、

上
越
管
内
を
中
心
に
六
十
七
医
療

機
関
だ
け
で
す
。
町
民
の
利
用
度

の
商
い
医
療
機
関
だ
け
で
す
。
で

す
か
ら
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
医

療
機
関
に
受
診
し
た
場
合
は
、
窓

口
払
い
と
な
り
、
一
部
負
担
金
を

支
払
っ
て
こ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
外
来
は
受
診
し
た
日
に
、
入

院
は
退
院
時
又
は
、
月
末
に
一
部

負
担
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
あ
っ
て
は
い
け
な
い
事
で
す
が

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
、
手
術
等

が
伴
っ
た
場
合
な
ど
は
医
療
費
が

大
変
高
額
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
場
合
で
も
、
契
約
を
結
ん
で
い

な
い
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
一
部

負
担
金
の
三
割
分
は
窓
口
で
支
払

っ
て
こ
な
く
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
。

　
一
部
負
担
金
が
高
額
療
養
費
支

給
該
当
の
場
合
は
、
ニ
ケ
月
後
に

手
続
き
と
支
給
の
た
め
、
そ
の
世

帯
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
支
給
内
容
は
、

八
月
号
の
広
報
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
元
年
度
に
保
険
者

徴
収
制
度
を
実
施
し
て
い
る
町
村

は
全
国
で
八
町
村
、
そ
れ
も
新
潟

県
に
あ
る
だ
け
で
す
。

　
以
上
で
す
が
不
明
な
点
が
、
あ

り
ま
し
た
ら
、
な
ん
な
り
と
お
聞

き
下
さ
い
。
（
住
民
課
　
福
祉
係
）

α
。

訟
δ
へ

騨
　
　
7

冥

．
r
蟷

◎
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
9
月
2
1
日
～
3
0
日

◎
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
　
　
　
9
月
1
1
日
～
2
0
日

●

安
全
は
ゆ
ず
る
気
持
ち
と

　
　
待
つ
ゆ
と
り

　
平
成
元
年
も
、
も
う
八
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
国
も

そ
う
で
す
が
新
潟
県
に
お
い
て
も
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
数
が

昨
年
に
比
べ
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
行
く
と
一
年
間
の
死

亡
者
数
は
、
大
変
な
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
起

さ
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

お
年
寄
り
に
や
さ
し
く

　
　
手
を
か
す
思
い
や
り

　
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
旬
間
で

す
。

．
．
鴇
、

　
近
年
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る

交
通
事
故
が
非
常
に
多
く
発
生
し
、

子
供
以
上
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
の
高
齢
者
の
事
故
件
数

は
、
六
月
末
で
一
、
○
〇
四
件
で

四
十
四
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
同
期
と
比
較
す
る

と
、
死
者
数
で
二
十
三
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
徐
行
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

ジ
，
バチ（クロスズメ．蜘は

益虫です！

　皆さんご承知のように稲刈りの季節になりますと、県外から

ジバチの巣採りに来ます。畦畔に大きな穴をあけてそのまま帰

える人、良く直して帰える人といろいろいますが、このハチは

ツバメのように青虫やシマメイレイといった、農作物の害虫を

食べる、いわゆる益虫（えきちゅう）です。

　このジバチは刺されて死ぬような事はないようですが、益虫

でもありますので、農作業するに危険な場所にある巣は仕方あ

りませんが、関係ない所にある巣はなるべく採らないようにし

ましょう。

　県外から来る人たちにも益虫である事を認識させ、農作業に

差しつかえない所の巣まで片っぱしから取らないように、また、

後始末をしっかりするよう県外の人を見つけたら注意を促しま

しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿鏡

　
　
　
　
嬬
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ペ

　
　
　
　
　
、
ン
ー
ツ

　
　
ゑ

　
菰
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ナ
’

　
　
　
　
　
　
　
！
券
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
’

　
　
　
　
　
　
　
　
4
監
　
～
－

薦醸

脚

鞭．鴬帽、、翫

ぜ
ヲ
ン

ビ
～
ノ

謬
　

　
！
　
・
『
㌧

み彰晒
乙

〃
｝￥／離離

・

！

）

〆

　
ぺ霧
」

礁▽－

　
『
，
2

簸
嵩
・
B
，

訟
　レ
／

有
段
を
め
ざ
し
て

黒先生き（3手まで）セキに
します。セキは生きです。

（3分で2段）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

9
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
本
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
湯
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ん
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
伸
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
　
　
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
千
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
井
山
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
若
村
久

な
か
な
か
死
に
そ
う
も
な
い
白
で
す
が
、
黒
1

の
ハ
ネ
で
コ
ロ
リ
と
ま
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

白
2
と
オ
サ
え
た
と
き
、
黒
3
と
急
所
に
打
つ

の
が
大
切
な
f
順
。

602

●



ー
o
o
O
ぐ
ー

皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

大きな病気をした時、手術を受けて何力

も入院した場合、高額医療の制度がある

は知っていますが、遠い病院になると一

大変多くの医療費を支技わなければなら

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
が
費
す
て

し
合
す
療
ま

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
い
度

　
　
　
つ
多
聞
制

き
入
知
変
と
の

　
　
　
　
　
　
い
そ

　
月
事
時
な

について教えてください・

　　　　　　　　（湯山・老人）

お
答
え
し
ま
す
”
現
在
、
松
之

山
町
国
民
健
康
保
険
は
保
険
者
徴

収
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保

険
者
徴
収
制
度
と
は
、
医
療
機
関

と
松
之
山
町
が
契
約
を
結
ん
で
一

部
負
担
金
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
制
度
で
す
。

町
が
一
括
医
療
機
関
に
支
払
い
、

一
部
負
担
金
を
立
替
え
て
い
ま
す
。

立
替
え
た
一
部
負
担
金
は
納
税
日

に
世
帯
別
に
集
計
し
納
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
存

じ
の
と
お
り
、
お
金
を
持
っ
て
行

か
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
全
国
の

医
療
機
関
と
保
険
者
徴
収
制
度
の

契
約
を
結
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
契
約
を
結
ん
で
い
る
医

療
機
関
は
県
内
だ
け
で
、
し
か
も
、

上
越
管
内
を
中
心
に
六
十
七
医
療

機
関
だ
け
で
す
。
町
民
の
利
用
度

の
商
い
医
療
機
関
だ
け
で
す
。
で

す
か
ら
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
医

療
機
関
に
受
診
し
た
場
合
は
、
窓

口
払
い
と
な
り
、
一
部
負
担
金
を

支
払
っ
て
こ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
外
来
は
受
診
し
た
日
に
、
入

院
は
退
院
時
又
は
、
月
末
に
一
部

負
担
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
あ
っ
て
は
い
け
な
い
事
で
す
が

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
、
手
術
等

が
伴
っ
た
場
合
な
ど
は
医
療
費
が

大
変
高
額
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
場
合
で
も
、
契
約
を
結
ん
で
い

な
い
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
一
部

負
担
金
の
三
割
分
は
窓
口
で
支
払

っ
て
こ
な
く
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
。

　
一
部
負
担
金
が
高
額
療
養
費
支

給
該
当
の
場
合
は
、
ニ
ケ
月
後
に

手
続
き
と
支
給
の
た
め
、
そ
の
世

帯
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
支
給
内
容
は
、

八
月
号
の
広
報
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
元
年
度
に
保
険
者

徴
収
制
度
を
実
施
し
て
い
る
町
村

は
全
国
で
八
町
村
、
そ
れ
も
新
潟

県
に
あ
る
だ
け
で
す
。

　
以
上
で
す
が
不
明
な
点
が
、
あ

り
ま
し
た
ら
、
な
ん
な
り
と
お
聞

き
下
さ
い
。
（
住
民
課
　
福
祉
係
）

α
。

訟
δ
へ

騨
　
　
7

冥

．
r
蟷

◎
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
9
月
2
1
日
～
3
0
日

◎
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
　
　
　
9
月
1
1
日
～
2
0
日

●

安
全
は
ゆ
ず
る
気
持
ち
と

　
　
待
つ
ゆ
と
り

　
平
成
元
年
も
、
も
う
八
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
国
も

そ
う
で
す
が
新
潟
県
に
お
い
て
も
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
数
が

昨
年
に
比
べ
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
行
く
と
一
年
間
の
死

亡
者
数
は
、
大
変
な
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
起

さ
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

お
年
寄
り
に
や
さ
し
く

　
　
手
を
か
す
思
い
や
り

　
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
旬
間
で

す
。

．
．
鴇
、

　
近
年
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る

交
通
事
故
が
非
常
に
多
く
発
生
し
、

子
供
以
上
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
の
高
齢
者
の
事
故
件
数

は
、
六
月
末
で
一
、
○
〇
四
件
で

四
十
四
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
同
期
と
比
較
す
る

と
、
死
者
数
で
二
十
三
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
徐
行
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

ジ
，
バチ（クロスズメ．蜘は

益虫です！

　皆さんご承知のように稲刈りの季節になりますと、県外から

ジバチの巣採りに来ます。畦畔に大きな穴をあけてそのまま帰

える人、良く直して帰える人といろいろいますが、このハチは

ツバメのように青虫やシマメイレイといった、農作物の害虫を

食べる、いわゆる益虫（えきちゅう）です。

　このジバチは刺されて死ぬような事はないようですが、益虫

でもありますので、農作業するに危険な場所にある巣は仕方あ

りませんが、関係ない所にある巣はなるべく採らないようにし

ましょう。

　県外から来る人たちにも益虫である事を認識させ、農作業に

差しつかえない所の巣まで片っぱしから取らないように、また、

後始末をしっかりするよう県外の人を見つけたら注意を促しま

しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿鏡
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の
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を
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す
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2
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に
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に
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榊、

　　／
　　1　～
まくが走っているところ

｛，

繍

　
　
　
　
　
、

　　　　　　1轟、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たきざわみゆきさん
　　＿男．・・、磁乱．二諏、ポ～．．、孫［轟←＿．＿

玉入れをしている所、みん’でおうえんしているよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかはしなみさん
かおりちゃんと私が玉入れをしているところ

『

広報

リラの
198910月号（Nd64）

しまだゆうくん
▼
8
月
の
で
き
ご
と

20　14　12　9　 8　 4　　2　　1

illl日目ill llll
21
日

大
棟
山
博
物
館
オ
㌧
フ
ン

議
会
総
務
民
生
委
員
会

〃
建
設
委
員
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
会

民
宿
ゆ
の
し
ま
オ
ー
ゾ
ン

　
　
警
ま
つ
り

第
2
回
町
民
、
、
、
、
ニ
ベ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

民
生
禾
久
口
目
へ
ヘ
バ

おめでた（幽生）
孝鎌ちゃん久保田雅雄さんの長女（曽

大地ちゃん　小野塚文雄さんの長男　　（東

　おく寧み（死亡）

村山　ヨリさん　80歳　　（松之山）　彦八

福原　忠古さん　67歳　　（小　谷）　下村

高橋勝四郎さん　80歳　　（天水島）　角院

※8月1日から31日までの届出分です。

根
川

由
日
東

31292524211　11Fl　I　l　l　l

　
．
、
　
！
く
、

納
戚
く
吾
雌
糧
衆
経
…
漸
禾
久
昌
ハ
ヘ
ム

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会

農
業
委
員
会
総
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

▼
9
月
の
予
定

86426
日

』
、

眺

水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

森
林
組
合
役
員
会

法
務
総
合
相
談
（
セ
ン
タ

ー
）ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証

式9
月
定
例
議
会
（
”
日
ま

で
）

皿
　
各
部
落
の
秋
祭
り
が
終
わ
る
と

秋
本
番
。
猫
の
手
も
借
り
た
く
な

㎝
る
ほ
ど
忙
が
し
い
時
期
に
な
り
ま

㎜
し
た
．

　
　
稲
作
の
方
も
、
や
や
遅
れ
ぎ
み

と
は
い
え
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
作

の
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
秋
雨
の

　
　
を
　
え
ま
す
が
ヤ
あ
ま
り
　

一
く
続
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
、

ま
た
、
農
作
業
に
よ
る
事
故
土

ガ
が
多
く
発
生
す
る
の
も
こ
れ
か

一
ら
で
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

7
。
　
し　
町
で
は
”
ふ
る
さ
と
創
生
一
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

』
円
”
の
使
い
み
ち
を
募
集
し
て
い
一

一
ま
す
。
九
月
末
H
が
し
め
切
り
日
』

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

…
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

一
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
　
『

…
瓦
月
一
日
の
人
目
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

㎜
総
人
H
／
、
二
、
九
堅
（
▲
、
一
＝

㎜
　
　
男
／
一
、
九
一
．
一
〇
（
▲
一
）
皿

一
、
　
女
／
・
．
、
○
、
二
（
▲
一
）
、

［
構
警
．
充
交
き
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸
　
）
内
は
八
月
一
日
と
の
比
較
一

一
▲
は
減

一
広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
号
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

「㎜一

平
成
黍
九
月

・
H
発
五

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町
　
　
　
㎜

　
　
盈
六
1
…
』
一
、
』
∴
　
　
　
［

編
集
／
議
黍
鷺
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
」

長
雨
の
影
響
で
農
作
業
が

思
う
よ
う
に
進
ま
ず

イ
ラ
イ
ラ
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す

米
の
出
荷
も

昨
年
の
半
分
以
下
と

深
刻
な
状
態
だ
そ
う
で
す
。

松
之
山
部
落
の
秋
祭
り
も

雨
に
降
ら
れ
残
念
で
し
た
。


